
令和３年度事業 実施報告
令和４年度事業 中間報告

【令和3年度事業】
「荒町・連坊地区における地域づくりの声見える化事業」

【令和4年度事業】
「荒町・連坊地区におけるニーズ・シーズのマッチングシステムの構築」

報告団体名
東北学院大学 地域連携センター



令和3年・令和4年実施事業について
１．令和3年度事業【課題調査検証助成】

事業名：「荒町・連坊地区における地域づくりの声見える化事業」

実施団体：東北学院大学

２．令和4年度事業【協働実践助成】

事業名：「荒町・連坊地区におけるニーズ・シーズマッチングシステムの構築」

実施団体：東北学院大学地域連携センター

荒町地区連合町内会、連坊地区町内会連合会

荒町商店街振興組合、連坊商興会、むにゃむにゃ通り商店街商興会

荒町市民センター
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令和3年度事業
実施報告
実施団体名：東北学院大学
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１．事業実施団体について
団体名：東北学院大学

（１）建学の精神

「宗教改革の「福音主義キリスト教」の信仰に基づく「個
人の尊厳の重視と人格の完成」の教育」

（２）教育の理念・目的

「東北学院大学は、キリスト教による人格教育を基礎とし
て、広く知識を授けるとともに深く専門の学芸を教授研究
し、知的、道徳的及び応用的能力を展開させ、もって世界
文化の創造と人類の福祉に寄与することを目的とする。」
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２．令和3年度の実施内容
（１）課題

2023年4月より五橋キャンパス開学に伴い、地学連携による地域づくりに向けた期
待や不安が混在している状況にある。既に、地域と個別のゼミや大学の各部との間にお
いて、個別事例的な取り組みは散見されるものの、地域の大学全体という関係性の間に
おける具体的な連携のあり方は模索が続いている。

（２）事業の目的

今後、荒町・連坊地域と東北学院大学が連携を進めていくにあたり、地域と大学双方
に対してのアンケート調査を実施し、今後の連携において活用が可能な「荒町・連坊地
区における地域づくりの声データ集」を作成、共有することを目的とする。
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２．令和3年度の実施内容
令和3年度事業の目標

目標１：地域と大学によるアンケート調

査票の共同設計

目標２：地域（町内会、商店街）、大学

を対象としたアンケート調査の実施

目標3：アンケート回収率30％目標

目標４：調査結果をもとにした地域の声の

「見える化」としての共有資料作成

目標５：本事業により作成した資料を基にした

1回以上の話し合いの場を設ける

令和3年度の実績

（１）地域との協働によるアンケート

調査票作成のための意見交換の実施

（２）地域・大学への調査の実施

（３）「荒町・連坊地区における地域づくり

の声データ集」の作成と配布

（４）調査結果報告・調査結果活用に向けた

話し合いの実施
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２．令和3年度の実施内容
事業実施体制

※令和3年度事業は、東北学院大学の地域連携
センター、地域連携課にて実施

協力団体

以下の団体に調査の共同設計や意見交換会への
参加にて協力を頂いた。

・荒町地区連合町内会

・連坊地区町内会連合会

・荒町商店街振興組合

・連坊商興会

・むにゃむにゃ通り商店街商興会

・荒町市民センター

・荒町エリア発信隊

・仙台市若林区まちづくり推進課
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２．令和3年度の実施内容
（5）事業スケジュール
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時期 実施内容

8月 地域の関係団体への事業実施説明

9月 アンケート調査の共同設計

10月 アンケート調査の共同設計

11月 アンケート調査の実施・回収

12月 アンケート調査の整理、収集したデータの「見える化」

1月 収集したデータの「見える化」、地域と大学の話し合いの場の設定

2月 話し合いの場の設定

3月 報告書の作成と提出



２．令和3年度の実施内容
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（６）使用経費について

9

収
入

科目 内訳

仙台市助成金 495,000円

自己資金 55,600円

合計 550,600円
支
出

科目 内訳 備考

人件費 21,375円 アンケート調査入力業務

旅費 26,980円 他地域事例の視察

消耗品 4,402円 印刷用紙、封筒

印刷製本費 213,950円 報告書印刷

通信運搬費 40,450円 アンケート調査発送・回収

その他経費 3,120円 報告書デザイン委託料
視察時手土産代

合計 310,277円収支決算



３．実施した取り組みの紹介
（１）アンケート調査の共同設計

荒町・連坊の町内会、商店街と共同でのアンケートの設計を行った

＊コロナ禍ということもありオンラインも活用
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３．実施した取り組みの紹介
（２）アンケート調査の実施

地域（荒町・連坊）、東北学院大学を対象としたアンケート調査の実施

【調査概要】

・調査対象

荒町・連坊地区の町内会、商店街組合、地域団体 719名

東北学院大学の教職員、2年・3年次の学生 6,036名

・実施方法

WEBと郵送法によるアンケート調査

・実施期間

2022年2月～3月
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地域向け調査 大学調査

回収率：61.4％ 回収率：0.89％

有効回答率：
52.5％

有効回答率：
0.89％
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地域の問題と感じるところ（上位3位）
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（１）回答者属性（数）

（２）地域に期待すること（数）

（３）不安に感じること（数）

（４）地域と若者で一緒に取り組めると良いと感じること（数）

大学サイドの回答は回収率の低さより、
この回答を大学側の意見とすることが難しいため再調査を予定



３．実施した取り組みの紹介
（３）調査結果を基にした地域と大学の意見交換会の実施

2022年3月30日 荒町市民センターにて開催

＊調査結果をもとに今後の地学連携に関する意見交換の実施
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４ 事業の成果
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５．残された課題
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意見交換会で出された意見

「我々地域はまちづくり、学生側は地域を知るということが関心になっており、溝があ
るのでコミュニケーションの場を設けるべきだと思う。」

「地域と大学が一緒に関わる場合も信頼関係がないと難しいと思う。頻繁にイベント等
で学生と関わりを持ち、理解を深めていくことが必要である」

「学生が地域に興味を持っていない、わからないということであれば、学生や先生に対
してのミーティング等があればいいのではないかと思った」



令和3年度事業から
令和4年度事業への発展
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「地学連携」
の
推進



令和4年度事業
実施状況（中間報告）
実施団体名：東北学院大学地域連携センター

荒町地区連合町内会、連坊地区町内会連合会

荒町商店街振興組合、連坊商興会、むにゃむにゃ通り商店街商興会

荒町市民センター
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令和4年度事業には、荒町・連坊の各地域の
団体にご参画いただいております。
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令和4年度事業の概念図



令和4年度事業の概要
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地域と大学の連携・協働に向けた
基盤（連携・協働のための場）づくり

地域と大学による課題解決を図るための
協働イベントの試行

定期的な意見交換会の実施 地域を対象とした協働型イベントの試行

✓ 地域に関わる各種諸団体と大学関係者（学生含
む）が定期的に顔を合わせ意見交換が行えるよう
な場を構築する。

✓ またその場を活用した協働の地域づくりに向けて
の連携や各種の協働イベント等、連携の可能性を
検討する

✓ 意見交換会を介して出された各種の意見をもと
に、荒町・連坊地域と東北学院大学のそれぞれを
開催場所として、地域の課題解決の試行に向け
て、PDCAサイクルを意識した形での協働型イベ
ントを試行する

例：まち歩き、地域プロモーション、見守り、環境整備活動

地域の各主体が解決すべき課題認識と、その解決に向けての協働（課題解決のプロセスの形成）
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事業実施体制

氏名 団体名 役職 役割

坂本泰伸 東北学院大学 地域連携センター長 事業全体の総括

武川由美子 荒町連合町内会 会長 事業の周知、地域内調整

佐竹伸彦 連坊地区町内会連合会 会長 事業の周知、地域内調整

佐藤隆俊 荒町商店街振興組合 理事長 事業の周知、地域内調整

黒田昌稔 連坊商興会 会長 事業の周知、地域内調整

兒玉光一 むにゃむにゃ通り商店街商興会 会長 事業の周知、地域内調整

笹川圭子 荒町市民センター 館長 事業の周知、地域内調整

相澤孝明 東北学院大学 地域連携課課長補佐 事務局

渡邊圭 東北学院大学 地域連携センター特任准教授 事務局



実施状況（1）
意見交換会の実施
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5月17日 荒町商店街振興組合と東北学院大学地域連携センターとの意見交換会の実施

5月20日 連坊商興会、東北学院大学地域連携センターとの意見交換会の実施

5月23日 むにゃむにゃ通り商店街商興会と東北学院大学地域連携センターとの意見交換会の
実施

5月24日 連坊地区町内会連合会と東北学院大学地域連携センターとの意見交換会の実施

7月5日 荒町連合町内会、荒町市民センター、東北学院大学地域連携センターとの意見交換

7月28日 事業キックオフミーティングの開催
協働団体より30名の参加

9月7日 荒町連合町内会、荒町市民センター、東北学院大学地域連携センターとの意見交換

9月9日 連坊地区町内会連合会、東北学院大学地域連携センター

＊採択時の付帯条件①「町内会との連携体制をしっかり構築したうえで、事業を開始してください。」への対応



事業キックオフミーティングの開催
2022年7月28日（木）17：00〜18：00 （東北学院大学土樋キャンパス本館会議室）

本事業の協働団体の関係者30名が参集し、事業内容の確認や今後の方向性などの確
認を行った。
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＊採択時の付帯条件②「前年度の成果や地域の課題を、大学と町内会を含めた地域との間で共有し、共有した課題認識の
もと事業を進めていただきたい。」への対応



実施状況（2）
地域と学生の意見交換の開催

開催日時：2022年11月3日（木・祝） 10：00 〜 15：00

開催場所：荒町市民センター

※荒町・連坊の各町内会、各商店街組合と東北学院大学の有志学生との

下記テーマに基づく意見交換会を開催。

テーマ①「地域の皆さんが、大学キャンパスを見学・体験するなら何処？何？」

テーマ②「地域と学生で何ができるのか考えてみよう」

テーマ③「地下鉄沿線のまちづくりを考えてみましょう」
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＊採択時の付帯条件③「学生の関わりを明確にするとともに、地域と大学による協働イベントを早く進めるなど、学生が
参加しやすい場づくりと地域と学生が話し合える機会を創出していただきたい」への対応



意見交換会の様子①
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午前中には、荒町・連坊の
各町内会との意見交換を実施



意見交換会の様子②
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午後には、荒町・連坊地区にある
3つの商店街（荒町、連坊、むにゃむ

にゃ通り）との意見交換を実施



様々な意見が出されました。
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出された意見（一部、抜粋）
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⚫ 学生の皆さんとまち歩き
⚫ 桜の頃、お花見なんてどうでしょう
⚫ 商店街を学祭会場に！
⚫ 卒論の題材提供
⚫ アルバイトして欲しい。人手不足。
⚫ 学院横町をつくる ….etc…

地域の声

学生の声
⚫ 大学キャンパスの一部を地域住民の憩いの場に（自由スペース）
⚫ 地域と連携したイベント・交流
⚫ 地域のお散歩
⚫ 学食を一緒に食べてもらう
⚫ 土樋、五橋エリアのお祭り、職業、特産を紹介 ….etc…



今後の展開
(1）定期的な意見交換会の実施

：地域と大学/学生の間での対話の場の継続

(2）意見交換ワークショップで出されたアイディアの具現化

：地域と学生の対話を基にした企画の実施

（3）東北学院大学の地域教育科目にて近隣地域との連携

：荒町・連坊の各地域でのフィールドワークの実施

（4）新たな協働事業の企画

：地域と大学間でのコミュニケーションの活性化を図るための体制整備
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「地学連携」
の
推進



本事業への問い合わせ
東北学院大学地域連携センター（担当：渡邊）

k-watanabe＊mail.tohoku-gakuin.ac.jp 

＊を＠に変えてお送りください。
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今後とも

“荒町・連坊地域”×“東北学院”の
連携を推進していきます!!


